
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち：平成 30年11 月 4 日(日) 

時 間：10 時受付 10 時 30 分開会 
ところ：とりぎん文化会館 第１会議室 

          (鳥取市尚徳町 101-5) 

鳥取県精神障害者家族会連合会 

平成 30 年度 精神障がい(者)福祉研修会 

心を病む人が自立するために必要なこと 
当事者・家族・精神科医の３つの立場を持つ私から伝えたいこと 

問合せ先：鳥取県精神障害者家族会連合会 

 〒680-0901 鳥取市江津 318-1  

鳥取県立精神保健福祉センター内 

 TEL(0857)21-3031  FAX(0857)21-3034 

★夏苅郁子先生★ 

北海道札幌市生まれ  1981 年、浜松医科大学医学部卒業、同精神科助手、 共立

菊川病院、神経科浜松病院を経て、2000 年、やきつべの径診療所を開設 

児童精神科医（子どものこころ専門医機構 認定専門医）、医学博士 

精神保健指定医、日本精神神経学会専門医、日本児童青年精神医学会認定医、日本統

合失調症学会会員、日本うつ病学会会員、日本疫学会会員 

＜著書＞ 

人は人を浴びて人になる（ライフサイエンス出版）、心病む母が遺してくれたもの

（日本評論社）、もうひとつの「心病む母が遺してくれたもの」（日本評論社）他 

当事者・家族・精神科医の３つのお立場から、先生のご経験

を基に精神科医療への今後の取り組みなどについて、また「精

神障がいのある人も含めて、つまづいた人に何ができるのか？

人の回復には何が必要か？」などのお話をしていただきます。 

ご家族・精神障がいのあるご本人、支援者、関係機関の方、

またご関心のある方ならどなたでもご参加いただけます。 

多くの皆さんのお越しをお待ちしております。 

後援：鳥取県教育委員会・鳥取市・鳥取県社会福祉

協議会・鳥取市社会福祉協議会・鳥取県民生

児童委員協議会・鳥取市民生児童委員協議会 


